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調査概要・調査の枠組み

●調査テーマ
　高校生の英語学習に関する意識と実態
●調査方法
　郵送による自記式質問紙調査
●調査時期
　2019年3～4月上旬
●調査対象
　全国の高校1年生（971名）
　＊�本調査の一部回答者は、小学６年生のときに「小学生の英語学習に関する調査」（2015年3月実施）、中学1年生のときに「中

１生の英語学習に関する調査」（2016年３～４月上旬実施）、中学３年生のときに「中３生の英語学習に関する調査」（2018
年３～４月上旬実施）にも回答している。

　＊「小６→中１→中３→高１」とすべての調査に回答した有効回収数は372名。Part2については、すべての調査に回答した372名を母
体にして分析している。

　＊東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所共同研究「子どもの生活と学び」研究プロジェクトの調査モニター。
●調査項目
　＊�授業時間／英語の授業でしていること／英語の授業での活動／授業で英語を話す時間／授業や宿題で英語を話す時間／英語

の授業に対する意識／英語の授業での関心・意欲・態度／評価／先生の英語使用割合／授業中の先生の働きかけ／授業の理
解度／授業の楽しい・楽しくない／英語の好き・嫌い／英語の得意・苦手／苦手と感じるようになった時期／英語の成績の
自己評価／英語のつまずき／勉強時間／授業の予習・復習／学校外学習／自主的に英語に触れること／外国や英語との関わ
り／英語に関する意識／身につけたい英語力／英語の必要性／将来の英語使用／英語学習観　など

調査の枠組み

　��〈過去の調査〉
調査名 調査時期 調査対象 調査方法

小学生の
英語学習に関する調査 2015年３月 全国の小学５年生、６年生と

その保護者1,565組 郵送による自記式質問紙調査

中１生の
英語学習に関する調査 2016年３～4月 全国の中学１年生1,170名 郵送による自記式質問紙調査

中３生の
英語学習に関する調査 2018年３～4月 全国の中学３年生1,003名と

その保護者1,009名 郵送による自記式質問紙調査

＊2014年３月に、同様の調査テーマで「中高生の英語学習に関する実態調査」を実施している。対象は全国の中１生～高３生6,294名。調査
方法は郵送法による自記式質問紙調査。本ダイジェスト版内（P.5,11）で、参考値として「中高生の英語学習に関する実態調査2014」の高１
生の数値を紹介している。調査の詳細については、ベネッセ教育総合研究所のWebサイトを参照されたい。

調査概要

2015年３月

小学生の
英語学習に
関する調査

2016年３～４月

中１生の
英語学習に
関する調査

2018年３～４月

中３生の
英語学習に
関する調査

2019年３～４月

高１生の
英語学習に
関する調査

2015–2019継続調査
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＊設置区分、課程、学科については、「子どもの生活と学び」研究プロジェクトの「子どもの生活と学びに関する親子調査2018」の回答者のうち、
本調査に回答した人で算出した。
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１回の英語の授業で、あなたが英語を実際に話している時間はどれくらいですか（音読・リ
ピート練習は含めません。授業によって違うときはおおよその平均を答えてください）。Q

学校の授業や宿題で、あなたが自分の意見や考え、感想などを英語で書く機会はどれくら
いありますか。Q

高１生が、授業で英語を話している時間は、５分以上が25.6 %。
授業や宿題で英語を書く機会は、「週に１・２回」以上が29.1％。
高１生が、音読やリピート練習以外で、1回の授業で英語を話している時間は、５分以上が
25.6％。５分未満が69.1％。そのうち「ほとんどない」は23.9％。
また、授業や宿題で自分の意見や考え、感想などを英語で書く機会は、 「週に１・２回」以
上（「週に１・２回」＋「週に３・４回」＋「週に５・６回以上」）が29.1％、「月に１～３回」が
31.2％、「ほとんどない」が34.1％と、それぞれ約３割。

図１−１　授業で英語を話す時間

図１−２　授業や宿題で英語を書く機会

Part １ 高１生の英語学習の実態
１－１ 英語を話す時間・書く機会
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Q

授業で「訳す・問題を解く・覚える・説明を聞く」をしている
のは8割台。一方、「自分の気持ちや考えを書く・話す」は 
５割台。
英語の授業で、高１生は「英文を日本語に訳す」「文法の問題を解く」「単語や英文を読んだり書
いたりして覚える」「単語の意味や英文のしくみについて先生の説明を聞く」をそれぞれ８割台
が「している（よく＋ときどき、以下同）」。一方、「自分の気持ちや考えを英語で書く」「自分の
気持ちや考えを英語で話す」を「している」はそれぞれ５割台。

図１−３　授業でしていること

表A 【授業でしていること】（授業で英語を話す時間別）

１－２ 英語の授業でしていること

１  

高
１
生
の
英
語
学
習
の
実
態

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

英文を日本語に訳す

文法の問題を解く

単語や英文を読んだり書いたりして覚える

自分の気持ちや考えを英語で書く

自分の気持ちや考えを英語で話す

（86.0）

（79.1）

（78.5）

（80.3）

（42.3）

（38.6）

2013年度高１生
（参考値）

単語の意味や英文のしくみについて
先生の説明を聞く

57.3 30.3 87.6

84.0

82.0

81.1

57.3

54.3

46.8 37.2

48.3 33.7

49.2 31.9

22.9 34.4

20.6 33.7
よくしている
ときどきしている

＊外側にある数値は「よくしている」＋「ときどきしている」の％。 ＊「中高生の英語学習に関す
る実態調査2014」（2014
年３月実施）

＊p.2に調査説明あり。

＊太字は、全体平均値よりも5ポイント以上、■は10ポイント以上高いもの。
＊＿＿は、全体平均値よりも5ポイント以上、　　は10ポイント以上低いもの。
＊＜＞は、差が5ポイント以上、≪≫は10ポイント以上のもの。

学校の英語の授業の中で、次のようなことをどれくらいしていますか。

　「授業でしていること」を「授
業で英語を話す時間別」にみた。
　英語を話す時間が長いほど、
「自分の気持ちや考えを英語で
書く・話す」を「している（よく
＋ときどき）」比率が高い傾向が
ある。「訳す・問題を解く・覚え
る・説明を聞く」といった活動
とあわせて、英語を話す時間が
長い生徒ほど、授業でいろいろ
なことをしていることがみて
とれる。

「よくしている」＋「ときどきしている」の％

全体
1回の英語の授業で英語を実際に話している時間

ほとんど
ない

１分～
２分未満

２分～
５分未満

５分～
10分未満

10分
以上

N=971 232 180 259 171 78

英文を日本語に訳す 87.6� 84.1 87.8� 89.2� 88.9� 84.6�

文法の問題を解く 84.0� 76.7 ＜ 85.0� 87.3� 86.0� 88.5�

単語や英文を読んだり
書いたりして覚える 82.0� 72.0 ≪ 87.2 87.3 84.2� 82.1�

単語の意味や英文のしくみ
について先生の説明を聞く 81.1� 72.4 ＜ 78.9� ＜ 88.0 85.4� 83.3�

自分の気持ちや考えを
英語で書く 57.3� 36.2� ≪ 54.4� ≪ 64.5 68.4� ≪ 80.8�

自分の気持ちや考えを
英語で話す 54.3� 30.2� ≪ 44.4 ≪ 64.1 ＜ 71.9� ＜ 78.2�
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「教科書本文を音読する」は高１生の８割強が行っている。
英語の授業での活動についてたずねたところ、「教科書本文を音読する」が82.7％（「よくし
ている」＋「ときどきしている」、以下同）ともっとも高く、 「よくしている」比率も56.2％と
他の項目に比べて高い。次いで、「日本語の文を英文に訳して書く」（66.0％）、「内容がわかっ
ている教科書本文の音声を聞く」（63.7％）が続く。

図１−４　授業での活動

0 20 40 60 80 100 120

よくしている

まったくしていない

56.2

ときどきしている

26.5

あまりしていない

9.2 5.0

無答不明

3.1

29.0 5.37.021.737.0

34.7 5.19.921.229.0

22.7 9.2 5.631.231.4

18.3 5.015.429.931.3

16.8 18.2 5.130.729.1

16.9 19.7 5.129.428.9

14.7 21.3 5.129.928.9

12.2 23.7 5.430.628.2

8.7 30.3 5.133.422.6

（％）

教科書本文を音読する（82.7）

日本語の文を英文に訳して書く（66.0）

内容がわかっている教科書本文の音声を聞く（63.7）

教科書本文以外の初めて見る文章を読む（54.1）

英語で書いた原稿を覚えて発表する（40.4）

教科書の対話文を覚えて発表する（31.3）

先生（日本人）が、身近な話題や
自分の経験について英語で話すのを聞く（45.9）

自分の気持ちや考えについて
複数の英文で書く（49.6）

その場で考えながら、先生や友だちと
英語でやりとりする（45.8）

身近な話題について、その場で考えて
先生や友だちに英語で伝える（43.6）

１－３ 英語の授業での活動

学校の英語の授業の中で、次のようなことをどれくらいしていますか。Q

＊（　　）内の数値は「よくしている」+「ときどきしている」の%。
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高１生の英語の授業で、先生の６割強は半分以上英語を使って
授業を進めている。
英語の授業での先生の英語使用割合について高１生にたずねたところ、先生の６割強は半
分以上（「50％くらい」＋「70％くらい」＋「ほとんど英語で授業している」）英語を使って授
業を進めているという回答だった。また、授業での先生について聞いたところ、「英語で言っ
たことの文法や単語の誤りについて正しい英語で言い直してくれる」「英語で話しているこ
とを一生懸命聞いてくれる」について、８割以上が「あてはまる（とても＋まあ）」と回答して
いる。

図1−５　先生の英語使用割合　　

図１−６　先生の働きかけ

＊外側にある数値は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。

１－４ 先生の英語使用割合と働きかけ

１  

高
１
生
の
英
語
学
習
の
実
態

授業で英語の先生（日本人の先生）について、次のようなことはどれくらいあてはまりますか。Q

英語の授業で、日本人の先生はどれくらい英語を使って授業を進めていますか。Q

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

英語で言ったことの文法や単語の誤りに
ついて正しい英語で言い直してくれる

英語で話していることを
一生懸命聞いてくれる

英語で言ったことに対して
Good！や OK！と言ってくれる

うなずいたり英語で
あいづちを打ってくれる

英語で言ったことを英語でくり返して言って、
確認したり共感したりしてくれる

英語でうまく言えないとき、
英語で助けてくれる

できるだけ会話が続くように
英語で助けてくれたり応援したりしてくれる

たとえ間違えても、Good try！など
挑戦したことについて英語でほめてくれる

英語で言ったことに対して、
さらに英語で質問してくれる

英語で言ったことに対して英語で
感想や意見を言ってくれる

授業中の先生は楽しそうだ

36.4 46.0 82.4

36.1 44.9 81.0

40.3 39.0 79.3

30.8 47.6 78.4

32.9 43.0 75.9

28.4 42.8 71.2

23.6 45.1 68.7 

28.4 38.6 67.0 

22.8 42.4 65.2

20.7 35.4 56.1

20.7 35.1 55.8
とてもあてはまる
まああてはまる

0 20 40 60 80 100

ほとんど使っていない

7.4

30％くらい

28.1

50％くらい

37.0

70％くらい
ほとんど英語で授業している

18.8 7.3

無答不明
（％）

高1

63.1%

1.3
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授業で生徒が英語を話す時間が長いほど、先生による働きかけ
の種類が多い。
英語の授業での、先生から生徒への働きかけと、生徒が授業で英語を話す時間との関連を
みた。授業で生徒が英語を話す時間が長いほど、先生が生徒に行う働きかけの種類が多く、
全体値よりも比率が高い項目が多い。また、英語を話す時間が「ほとんどない」場合を除くと、

「英語で言ったことの文法や単語の誤りについて正しい英語で言い直してくれる」「英語で話
していることを一生懸命聞いてくれる」「英語で言ったことに対してGood ！やOK ！と
言ってくれる」「うなずいたり英語であいづちを打ってくれる」は、授業で生徒が英語を話す
時間の長さによる差が少ない。

表1−1　先生の働きかけ（授業で英語を話す時間別）

＊太字は、全体平均値よりも5ポイント以上、■は10ポイント以上高いもの。
＊＿＿は、全体平均値よりも5ポイント以上、　　は10ポイント以上低いもの。
＊＜＞は、差が5ポイント以上、≪≫は10ポイント以上のもの。

１－５ 先生の働きかけと生徒が英語を話す時間

「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％

全体
1回の英語の授業で英語を実際に話している時間

ほとんど�
ない

１分～�
２分未満

２分～�
５分未満

５分～�
10 分未満 10分以上

N=971 232 180 259 171 78

英語で言ったことの文法や単語の誤りについて
正しい英語で言い直してくれる 82.4 74.6 ＜ 82.8 86.9 84.2 87.2

英語で話していることを�
一生懸命聞いてくれる 81.0 66.4 ≪ 84.4 84.9 88.3 89.7

英語で言ったことに対して�
Good！やOK！と言ってくれる 79.3 66.8 ≪ 83.3 83.4 85.4 87.2

授業中の先生は楽しそうだ 78.4 68.5 ＜ 78.3 ＜ 84.2 81.9 ＜ 88.5

うなずいたり英語であいづちを打ってくれる 75.9 58.6 ≪ 77.8 81.5 85.4 84.6

英語で言ったことを英語でくり返して言って、�
確認したり共感したりしてくれる 71.2 55.2 ≪ 71.7 ＜ 77.2 79.5 83.3

英語でうまく言えないとき、�
英語で助けてくれる 68.7 53.4 ≪ 65.0 ≪ 76.1 77.8 78.2

たとえ間違えても、Good�try ！など�
挑戦したことについて英語でほめてくれる 67.0 49.1 ≪ 68.3 72.2 74.3 ≪ 87.2

できるだけ会話が続くように�
英語で助けてくれたり応援したりしてくれる 65.2 49.1 ≪ 61.1 ＜ 71.0 75.4 ＜ 80.8

英語で言ったことに対して�
英語で感想や意見を言ってくれる 56.1 33.2 ≪ 49.4 ≪ 63.3 ＜ 71.9 ≪ 84.6

英語で言ったことに対して、�
さらに英語で質問してくれる 55.8 35.3 ≪ 51.1 ≪ 63.3 ＜ 70.8 74.4
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英語が「得意（とても＋やや）」と回答した高１生は４割強。 
苦手と感じるようになった時期は、「中１の前半」と「高１の前半」。
英語が「得意（とても＋やや）」と回答した高１生は44.0％、「苦手（やや＋とても、以下同）」
と回答した高１生は55.4％。

「苦手」と感じるようになった時期は、「中１の前半」が18.2％ともっとも高く、次いで、「高
１の前半」が17.3％と続く。

図1−7　英語の得意・苦手

図1−8　英語を苦手と感じるようになった時期

＊英語の「得意・苦手」について「やや苦手」「とても苦手」と回答した538名の回答。

１－６ 英語の得意・苦手と苦手に感じるようになった時期

中
学
校
に
入
学
す
る
前

中
１
の
前
半

中
１
の
後
半

中
２
の
前
半

中
２
の
後
半

中
３
の
前
半

高
１
の
後
半

高
１
の
前
半

中
３
の
後
半

中学校
高校

11.3

18.2

15.6

12.5

8.7

7.2

3.2

17.3

5.4

0

5

10

15

20

20

15

10

5

0

（％）

学校の英語の授業についてお聞きします。あなたは、英語が得意ですか、苦手ですか。Q

あなたが、英語を苦手と感じるようになったのはいつ頃からですか。Q

やや得意とても得意

35.09.0

やや苦手

34.0

とても苦手

21.4 0.6

無答不明
（％）

高 1

0 20 40 60 80 100
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英語の学習において「文法が難しい」と感じている高１生が８割。
英語の学習において、「文法が難しい」「英語の文を書くのが難しい」「英語の発音が難しい」

「単語を覚えるのが難しい」「英語のつづりを覚えるのが難しい」と、７～８割の高１生が感
じている。
英語の「得意（とても＋やや）」「苦手（やや＋とても）」別にみると、ほとんどの項目で大きな
差があり、特に「英語のテストで思うような点数が取れない」「教科書の本文を理解するのが
難しい」「英語の文を音読するのが難しい」などで差が大きかった。

図1−9　つまずき

１－７ 英語学習のつまずき

学校の英語の学習にかかわることについて、次のようなことはどれくらいあてはまりますか。Q

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

文法が難しい

英語の文を書くのが難しい

英語の発音が難しい

単語を覚えるのが難しい

英語のつづりを覚えるのが難しい

英語を話すのが難しい

英語のテストで思うような点数が取れない

英語を聞き取るのが難しい

毎週ある英語のテストのための勉強が大変

教科書の本文を理解するのが難しい

英語の文を音読するのが難しい

外国、異文化に興味が持てない

42.6 80.4 

77.2

72.0

71.8

70.3

69.4

68.6

68.4

56.5

54.1

48.4

40.1

37.8

36.6 40.6

24.1 47.9

31.8 40.0

29.0 41.3

29.2 40.2

31.6 37.0

30.2 38.2

24.4 32.1

18.5 35.6

17.5 30.9

15.9 24.2

とてもあてはまる
まああてはまる

66.7 　≪　 91.5

63.0 　≪　 88.2

69.6 　　　 73.8

59.3 　≪　 81.6

57.3 　≪　 80.4

56.7 　≪　 79.5

45.2 　≪　 87.1

57.4 　≪　 77.2

41.9 　≪　 68.2

34.9 　≪　 69.4

33.0 　≪　 60.6

27.2 　≪　 50.5

得意
(N=427)

苦手
(N=538)

＊外側にある数値は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。

＊英語の「得意・苦手」について「得
意（とても+やや）」と回答した
427名と、「苦手（やや+とても）」
と回答した538名の回答。

＊≪≫は差が10ポイント以上のも
の。

＊下線は、「得意」「苦手」で差が大き
い上位３項目。
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予習では「単語の意味を調べる」、復習では「問題を解く」がもっ
とも多い。
授業の予習・復習についてみると、予習では「単語の意味を調べる」「単語練習」「教科書本文
を和訳する」、復習では「問題を解く」「単語練習」「教科書本文やキーセンテンスを覚える」が
よく行われている。

図１−10　授業の予習・復習

１－８ 授業の予習・復習

あなたはふだん、学校の英語の授業のためにどのような勉強をしていますか。それぞれに
ついてあてはまるものをすべて選んで、空らんに〇を記入してください。予習でも復習で
もしている場合は、両方に〇をつけてください。

Q

＊「ふだん、学校の英語の授業のためにどのような勉強をしていますか」という問いで、「予習として」「復習として」「していない」のうちあては
まるものすべてに回答してもらったもの。

＊複数回答。　＊「無答不明」は省略。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 20 40 60 80
（％）

0 20 40 60 80
（％）

0 20 40 60 80
（％）

単語の意味を調べる

単語練習

教科書本文をノートに写す

教科書本文を音読する

教科書本文を和訳する

問題を解く

英語で意見や感想を書く

スピーチやプレゼンテーション
などの発表の練習をする

授業の内容に
関連したことを調べる

教科書本文や
キーセンテンスを覚える

教科書本文を読んで
要点や要約を英語で書く

47.2

31.5

22.2

15.0

14.2

29.7

23.9

7.7

5.8

17.5

9.8

29.2

40.5

16.8

34.7

35.9

29.6

46.0

16.2

15.6

13.7

19.3

31.3

36.4

61.8

54.2

51.8

44.1

36.4

74.7

76.1

68.2

71.4

予習として 復習として していない
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１  

高
１
生
の
英
語
学
習
の
実
態

予習・復習TOP ３

【予習】
第１位　単語の意味を調べる（47.2％）
第２位　単語練習（31.5％）
第３位　教科書本文を和訳する（29.7％）

【復習】
第１位　問題を解く（46.0％）
第２位　単語練習（40.5％）
第３位　教科書本文やキーセンテンスを覚える（35.9％）

【予習】
第１位　単語の意味を調べる（61.9％）
第２位　教科書本文を和訳する（43.1％）
第３位　教科書本文をノートに写す（34.7％）

【復習】
第１位　問題を解く（51.4％）
第２位　単語練習（47.9％）
第３位　教科書本文やキーセンテンスを覚える（40.6％）

2013年度高１生（参考値） ＊「中高生の英語学習に関する実態調査2014」（2014年３月実施）
＊p.2に調査説明あり。
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学校の授業以外で、英語や英会話の勉強をしている高１生は 
２割強。
学校の授業以外で、英語や英会話の勉強をしている高１生は23.9％だった。そのうち「学
習塾」が53.9％、「書店で売られている教材」が16.4％、「英会話教室」が15.5％、「塾などの
映像授業」が11.2％と、上位にあがった。

図1−11　校外学習の有無

図１−12　校外学習の種類

している

23.9

していない

74.6

無答不明
（％）

高 1
1.5

0 20 40 60 80 100

１－９ 英語の校外学習

あなたは現在、学校の授業以外で、英語や英会話の勉強をしていますか。Q

「している」に〇をつけた人にお聞きします。どのような方法で英語や英会話の勉強をしていま
したか。Q

0 20 40 60 80 100
（％）

学習塾

書店で売られている教材

英会話教室

塾などの映像授業

通信教育の英語教材

インターネット教材

テレビやラジオの英語講座

オンラインレッスン

家族に英語を習っている

家庭教師

その他

53.9

16.4

15.5

11.2

9.5

6.0

5.2

4.7

4.3

2.6

0.4

＊校外学習を「している」と回答した232名のみ回答。
＊複数回答。　＊「無答不明」は省略。
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「英語のテストでいい点数を取りたい」「英語が話せたらかっこ
いい」とともに、就職・入試などに英語は役立ちそうだという
意識が高１生では強い。

「英語のテストでいい点数を取りたい」「英語ができると就職に役立つ」「英語が話せたらかっ
こいい」「英語ができるといい高校や大学に入りやすい」について高１生の8～9割が、「そう
思う（とても＋まあ）」と回答している。授業での「『話す』＋『書く』活動」の有無で差が大き
かったのは、「英語を使って仕事をしたい」「世界で活躍できる人になりたい」「英語の文のつ
くりやしくみがおもしろい」だった。

図1−13 英語に関する意識

１－10 英語に関する意識①

１  

高
１
生
の
英
語
学
習
の
実
態

あなたは、以下のことについてどう思いますか。Q

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

英語のテストでいい点数を取りたい

英語ができると就職に役立つ

英語が話せたらかっこいい

これからも英語を頑張って勉強したい

海外旅行に行きたい

外国の人と友だちになりたい

外国の文化やスポーツに興味がある

英語の音やリズムがおもしろい

世界で活躍できる人になりたい

日本の文化を外国の人に紹介したい

英語を使って仕事をしたい

英語の文のつくりやしくみがおもしろい

外国の高校や大学に留学したい

英語ができると
いい高校や大学に入りやすい

スポーツ選手や英語を使っている大人を
見ると自分も英語を頑張ろうと思う

通訳や字幕などがあるから
英語を学習する必要はない

2020年の東京オリンピック・パラリンピックでは
英語で外国の人を「おもてなし」したい

55.8 90.634.8

51.7 86.935.2

51.1 86.735.6

51.1 85.734.6

33.1 75.542.4

42.6 73.330.7

32.2 64.632.4

25.1 59.334.2

20.0 53.233.2

12.2 48.0 35.8

19.3 44.525.2

12.6 40.928.3

13.8 40.726.9

14.5 38.123.6

9.3 37.027.7

16.2 34.618.4

6.1 23.417.3

とてもそう思う
まあそう思う

92.7　　　　　88.4

91.4　　＞　　82.9

90.1　　＞　　84.1

88.6　　＞　　82.3

81.5　　≫　　67.8

76.8　　＞　　70.1

69.7　　≫　　59.1

65.7　　≫　　52.8

59.7　　≫　　46.7

55.2　　≫　　42.6

52.8　　≫　　35.1

47.6　　≫　　33.9

48.3　　≫　　32.8

46.4　　≫　　27.2

45.9　　≫　　28.4

41.4　　≫　　29.9

22.5　　　　　24.9

「話す」＋「書く」
活動をしている

「話す」＋「書く」
活動をしていない

＊外側にある数値は「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％。 ＊＜＞は差が５ポイント以上のもの、≪≫は差が10ポイント
以上のもの。
＊「『話す』＋『書く」活動をしている」「『話す」＋『書く』活動をし
ていない」の詳細についてはｐ.14図Aの注釈を参照。
＊下線は、「『話す』＋『書く」活動をしている」「『話す」＋『書く』活
動をしていない」で差が大きい上位３項目。
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高１生は英語の必要性を感じているものの、将来、自分自身が
使うイメージは低い。
約９割が、大人になったとき、社会での英語の必要性を感じている一方で、自分自身の英
語使用をたずねると、約４割が「英語を使うことはほとんどない」と回答している。

図1−14　社会での英語の必要性と自分が英語を使うイメージ

0 20 40 60 80 100

英語を使うことはほとんどない
日常生活で外国の人と英語を話すことがある 仕事ではほとんどいつも英語を使う

27.27.2

いつもではないが仕事で英語を使うことがある

54.7 10.3

無答不明

0.6

42.9 5.425.625.2

（％）

0.8

①社会での　英語の必要性

②自分が英語を　使うイメージ

１－11 英語に関する意識②

あなたが大人になったとき、①社会ではどれくらい英語を使う必要がある世の中になってい
ると思いますか。また、②あなた自身はどれくらい英語を使っていると思いますか。Q

図A【社会での英語の必要性と自分が英語を使うイメージ】（「『話す』＋『書く』活動」の有無別）

＊「学校の英語の授業の中で、次のようなことをどれくらいしていますか」という問
いに対して、「自分の気持ちや考えを英語で話す」「自分の気持ちや考えを英語で書
く」について、どちらも「している（よく＋ときどき）」と回答した群を「�『話す』＋
『書く』活動をしている」群（466名）、どちらも「していない（あまり＋まったく）」
と回答した群を「�『話す』＋『書く』活動をしていない」群（345名）としている。「話
す」活動のみ、「書く」活動のみを「している（よく＋ときどき）」と回答した群は省略
した。

　【社会での英語の必要性】と
【自分が英語を使うイメージ】
について、学校の授業での「『話
す』＋『書く』活動」の有無別に
みた。
　【社会での英語の必要性】に
対する意識には、授業での「『話
す』＋『書く』活動」の有無で大
きな差はみられなかったが、
将来、【自分が英語を使うイ
メージ】については、違いがみ
られた。学校の授業で「『話す』
+ 『書く』活動をしていない」
の場合は、半数以上が、将来、
自分が「英語を使うことはほと
んどない」と回答しているが、
「『話す』 + 『書く』活動をして
いる」の場合は、「英語を使うこ
とはほとんどない」という回答
は、3割強にとどまり、６割強
が、将来、何らかの形で英語
を使うと回答している。

【社会での英語の必要性】

0 20 40 60 80 100

英語を使うことはほとんどない
日常生活で外国の人と英語を話すことがある

仕事ではほとんどいつも英語を使う

25.56.0

いつもではないが仕事で英語を使うことがある

54.7 13.5

無答
不明

0.2

7.8 6.753.031.3

（％）

1.2

「話す」＋「書く」
活動をしている

「話す」＋「書く」
活動をしていない

英語を使うことはほとんどない

日常生活で外国の人と
英語を話すことがある

仕事ではほとんどいつも英語を使う

27.535.0

いつもではないが仕事で
英語を使うことがある

29.8 7.3

無答
不明

0.4

51.0 20.323.8

（％）

1.43.5

「話す」＋「書く」
活動をしている

「話す」＋「書く」
活動をしていない

【自分が英語を使うイメージ】
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「わからない英語があっても続けて聞こうとする」意欲は小６か
ら高１まで約８割をキープ。
授業における関心・意欲・態度の小６→中１→中３→高１の変化をみてみた。「わからない
英語があっても続けて聞こうとする」はほとんど変わらず、約８割をキープしている。また、
中３→高１の変化をみた項目では、「身近な話題について、先生や友だちに伝えるのが楽し
い」「先生や友だちが、英語で話すのを聞くのが楽しい」「先生や友だちと英語でやりとりす
るのが楽しい」などで減少している（差が大きい上位３項目）。

図2−1　関心・意欲・態度

学校の英語の授業では、次のようなことはどれくらいあてはまりますか。Q

Part ２ 小６→中１→中３→高１の変化
２ー１ 英語の授業における関心・意欲・態度

２  

小
６
→
中
１
→
中
３
→
高
１
の
変
化

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

0 20 40 60 80 100
（％）

わからない英語があっても
続けて聞こうとする

小６

中１

中３

高１

小６

中１

中３

高１

小６

中１

中３

高１

小６

中１

中３

高１

小６

中１

中３

高１

小６

中１

中３

高１

小６

中１

中３

高１

小６

中１

中３

高１

小６

中１

中３

高１

わからない英語があっても
続けて読もうとする

英語で話している人
の気持ちや考えを
理解しようとする

お互いの気持ちや考えを
伝え合おうとする

あいさつや感謝の気持ちを
できるだけことばで
あらわすようにする

聞いた内容がわからない
ときは、聞き返したり

質問したりする

英語を話すのははずかし
かったり緊張したりする

英語やジェスチャーを
使って、言いたいことを
なんとか伝えようとする

積極的に手を
挙げようとする

機会があれば、
自分の考えや気持ちを

英語で話してみようとする

英語の授業で扱う
テーマについて知ったり
考えたりするのが楽しい

中３

高１

中３

高１

中３

高１

中３

高１

中３

高１

中３

高１

中３

高１

中３

高１

機会があれば、
自分の考えや気持ちを

英語で書いてみようとする

先生や友だちが、英語で
話すのを聞くのが楽しい

先生や友だちと英語で
やりとりするのが楽しい

初めて見る英語の文章を
読むのが楽しい

自分の気持ちや
考えについて

英語で書くのが楽しい

身近な話題について、
先生や友だちに
伝えるのが楽しい

45.4 78.7
とてもそう まあそう

33.3

36.0 

とてもそう
まあそう

47.3 11.3

31.5 43.612.1

32.3 42.510.2
34.1 48.914.8

28.8 41.212.4 
35.8 53.317.5

32.3 40.98.6
35.8 50.614.8

29.0 38.19.1
27.7 46.0 18.3

23.9 34.110.2
29.6 43.013.4

25.0 33.18.1
33.6 47.614.0

51.1 80.929.8
50.8 80.930.1

55.1 79.624.5

43.5 72.028.5
52.7 79.626.9

57.0 76.619.6

46.2 80.934.7
42.7 79.036.3
52.2 81.028.8

49.7 70.420.7

48.7 72.123.4
47.3 74.727.4
50.8 75.324.5

43.0 61.318.3

51.3 84.433.1
54.3 85.531.2
50.3 80.930.6

45.2 61.1 15.9 

38.7 62.623.9
44.4 70.526.1

40.6 60.219.6

31.5 55.423.9
31.5 47.916.4

37.6 61.523.9
39.2 59.920.7

40.3 64.223.9
37.4 63.726.3
41.9 68.226.3

37.4 55.718.3

29.8 52.622.8
30.4 57.326.9

26.9 44.918.0
16.7 24.88.1

小６・中１・中３・高１ 中３・高１

＊外側にある数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％。
＊左のグラフの９項目については、小６（2015年３月）・中１
（2016年３～４月）・中３（2018年３～４月）・高１（2019年
３～４月）の４時点で、同じ子どもに同じ内容をたずねて変化
をみている（N=372）。

＊「わからない英語があっても続けて読もうとする」「聞いた内容
がわからないときは、聞き返したり質問したりする」は小６の
ときにはたずねていない。

＊右のグラフの８項目については、中３（2018年３～４月）・高
１（2019年３～４月）の２時点で、同じ子どもに同じ内容をた
ずねて変化をみている（N=372）。

＊「機会があれば、自分の考えや気持ちを英語で話してみようと
する」「英語の授業で扱うテーマについて知ったり考えたりす
るのが楽しい」は、中３のときにはたずねていない。
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「英語がわかったり通じたりするとうれしい」気持ちは、変わら
ず約８割。
英語の授業に対する意識の小６→中１→中3→高１の変化をみた。「英語がわかったり通じ
たりするとうれしい」はほとんど変わらず約８割。一方、「友だちと話し合ったり協力したり
することが大切だ」は、高１では中３のときよりも17.2ポイント減少している。

２－２ 英語の授業に対する意識

Q 学校の英語の授業について、次のようなことはどれくらいあてはまりますか。

図2−2　英語の授業に対する意識（小６・中１・中３・高１）

65.8
61.1 58.4

44.4
54.3

41.7 41.7

28.7
37.1

45.1 41.4

28.2

47.5 45.7 42.2

27.9

43.5

22.3

36.6

24.5

42.5

15.9

32.3

12.1

29.0

25.3

24.2

17.5

31.2

10.5

22.0

6.7

26.6

10.5

28.2

16.9

30.1

11.3

21.5

6.7

26.3

21.2

24.7

21.0

29.0

13.2

20.4

7.5

とてもあてはまる
まああてはまる

32.5

53.0

35.5

47.6

38.4

46.5

46.0

85.5 83.1 84.9 79.9 81.2 82.5 81.7
72.3 73.9

67.2

79.6 76.9
82.0

64.8
60.5 58.1 61.0

22.633.9

41.7

39.5

41.1

41.4

48.1

33.6

47.8

24.5

47.8

26.1

48.9

18.3

41.7

37.9

44.9

32.0

50.8

31.2

48.1

16.7

30.9

29.6

35.5

22.6

34.1

26.9

30.9

53.5

英語がわかったり
通じたりするとうれしい

英語の授業に一生懸命
取り組んでいる

英語の授業のクラス
の雰囲気はいい

友だちと話し合ったり
協力したりすることが大切だ

高
１

中
３

中
１

小
６

高
１

中
３

中
１

小
６

高
１

中
３

中
１

小
６

高
１

中
３

中
１

小
６

高
１

中
３

中
１

小
６
教室の外で英語を
使ってみたい

他の教科と比べて
英語はおもしろい

英語の授業をもっと
増やしてほしい

他の教科と比べて英語の
授業ではよくほめられる

他の教科と比べて
英語は簡単に感じる

高
１

中
３

中
１

小
６

高
１

中
３

中
１

小
６

高
１

中
３

中
１

小
６

高
１

中
３

中
１

小
６

とてもあてはまる
まああてはまる

0

20

40

60

80

100
（％）

0

20

40

60

80

100
（％）

図B 高１生の【英語の授業に対する意識】（授業で英語を話す時間別）

　高１生の英語の授業に対する意識のう
ち、左記の２つの項目について「授業で英
語を話す時間別」にみた。
　「英語がわかったり通じたりするとうれ
しい」は、「授業で英語を話す時間」が「ほと
んどない」場合を除き、８割以上が「あて
はまる（とても＋まあ、以下同）」と回答し
ている。「教室の外で英語を使ってみたい」
では、「授業で英語を話す時間」が「10分以
上」だと「あてはまる」が77.0％と高い。
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＊上にある数値は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の%。

＊「英語の授業のクラスの雰囲気はいい」は、小６、中１のときにはたずねていない。　＊N=372
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英語の授業について、「わかっている（ほとんど＋70％くらい）」
「好き（とても＋まあ）」ともに、小6→中１→中３での減少と比
べて、高１では大きく減少。
英語の授業の理解度についてたずねたところ、小６→中１→中３では「わかっている（ほと
んど＋70％くらい）」の回答は６～７割（70.4％→64.8％→65.3％）で推移していたが、高
１では５割弱（49.7％）となる。また、英語の授業の好き嫌いについては、小6→中１→中
３では「好き（とても＋まあ）」の回答は6 ～７割（71.0％→66.4％→64.5％）で推移してい
たが、高１では５割強（56.4％）となる。

２－３ 英語の授業の理解度と好き嫌い

Q 学校の英語の授業についてお聞きします。学校の英語の授業をどれくらい理解していますか。

Q 学校の英語の授業についてお聞きします。英語は好きですか。

図2−3　英語の授業の理解度（小６・中１・中３・高１）　　　

図2−4 英語の授業の好き嫌い（小６・中１・中３・高１）
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＊（　　）内の数値は「ほとんどわかっている」+「70%くらいわかっている」の％。　＊N=372

＊（　　）内の数値は「とても好き」+「まあ好き」の％。　＊N=372
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「英語の歌を聴いたり歌ったりする」高１生は７割弱。
英語に触れる機会は全般的に少ない。「英語の歌を聴いたり歌ったりする」は、小６→中３で
11.0ポイント増加し、高１でも７割弱が「ある（よく＋ときどき）」と回答している。

２－４ 英語に触れる機会

Q 現在、ふだんの生活で、英語に触れることはどれくらいありますか。

図2−5　英語に触れる機会（小６・中１・中３・高１）
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表B 高１生の【英語に触れる機会】（授業で英語を話す時間別・授業や宿題で英語を書く機会別）
「よくある」＋「ときどきある」の％

全体

1回の英語の授業で英語を
実際に話している時間

英語の授業や宿題で
自分の意見や考え、感想などを書く機会

ほとんど
ない

１分～２
分未満

２分～５
分未満

５分～10
分未満 10分以上 ほとんどない

月に１～
３回

週に１・
２回

週に３・
４回

週に５・
６回以上

N=971 232 180 259 171 78 331 303 203 62 17

英語の歌を聴いたり
歌ったりする 67.7 63.4 64.4 68.0 70.8 80.8 62.5 66.3 73.9 75.8 82.4

英語音声の映画や
テレビ番組を観る 32.6 28.0 29.4 34.4 37.4 39.7 25.7 32.0 37.4 53.2 52.9

インターネット上の英語の
動画・Webサイトを見る 29.0 24.1 23.3 32.8 32.7 38.5 22.7 25.4 35.0 54.8 58.8

英語音声のゲームをする 16.3 11.2 15.6 20.5 18.7 16.7 13.6 13.5 20.2 32.3 23.5

メールなどで英文の
メッセージを書く 12.9 9.1 5.6 13.9 19.9 21.8 7.3 9.2 22.2 30.6 11.8

英語の本（教科書や参考書以
外）を自分から進んで読む 12.9 8.2 10.6 12.7 17.0 25.6 7.9 9.2 16.7 38.7 41.2

外国の人と英語で話す�
（学校の授業以外で） 12.2 6.5 8.9 12.0 19.3 24.4 7.3 10.2 16.3 32.3 35.3

　高１生の英語に触れる機会について、「授業で英語を話す時間別」と「授業や宿題で英語を書く機会別」
にみた。「授業で英語を話す時間」が長いほど、また、「授業や宿題で英語を書く機会」が多いほど、英語
に触れる機会が多いことがみてとれる。一方で、授業や宿題で英語を話す時間や英語を書く機会が少
なくても、ふだんの生活で英語に触れている高１生もいることがわかる。

＊太字は、全体平均値よりも5ポイント以上、■は10ポイント以上高いもの。�
＊＿＿は、全体平均値よりも5ポイント以上低いもの。

本調査では、中１※1・中３※2 ・高１※3それぞれの時点の調査において、上記の質問をしている。継続調査のため、同じ生徒
の回答の変化をみることができる。ここでは、同じ生徒の３つの時点の回答を紹介する。その生徒の英語の得意／苦手
の状況もあわせて紹介する。

英語ができたらやってみたいこと
もし、英語ができたらどんなことをしたいですか。
夢でも構わないので自由に書いてください。Q.

※１「中１生の英語学習に関する調査」2016年３～４月実施。　※２「中３生の英語学習に関する調査」2018年３～４月実施。　※３「高１生の英語学習に関する調査」2019年３～４月実施。
※基本的に原文のまま掲載している。　

　＊N=372
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本調査では、中１※1・中３※2 ・高１※3それぞれの時点の調査において、上記の質問をしている。継続調査のため、同じ生徒
の回答の変化をみることができる。ここでは、同じ生徒の３つの時点の回答を紹介する。その生徒の英語の得意／苦手
の状況もあわせて紹介する。

英語ができたらやってみたいこと
もし、英語ができたらどんなことをしたいですか。
夢でも構わないので自由に書いてください。Q.

※１「中１生の英語学習に関する調査」2016年３～４月実施。　※２「中３生の英語学習に関する調査」2018年３～４月実施。　※３「高１生の英語学習に関する調査」2019年３～４月実施。
※基本的に原文のまま掲載している。　

中１ 中3 高１

たくさんの外国人と話して、
仲良くなる。

外国人の友達ともっと仲良く
なる。

・カナダとフィリピンにいる友
だちとたくさん話す。

・将来外国で働く。
＊中１→中３→高１と継続して「得意（とても、またはやや）」

通訳、トークしたい。

外国に行って自分がどれだけ
英語を使えるのかためしてみ
たい。授業とは絶対ちがうだ
ろうな。

通訳。具体的にどういうのが
あるのかイメージできない。

＊中１→中３→高１と継続して「得意（とても、またはやや）」

英語の先生になりたい。海外
旅行に行きたい。

外国の人がしゃべっているな
まの英語を直接きいてみたい。

・イギリスに旅行に行きたい。
・英語教えたい。

＊中１→中３→高１と継続して「苦手（やや、またはとても）」

将来の仕事で外国の人に買っ
てもらえる服を作り、販売す
る。

助産師として、海外の病院の
人手が足りない所へ行き、お
産を助けたいです。

助産師になることが夢なので、
日本に旅行に来ている外国人
の方が急に出産をするとなっ
ても、かっこよく対応したい。

＊中１→中３→高１と継続して「得意（とても、またはやや）」

プロ野球の選手になりたいの
でチームの外国人と英語で話
したい。

収入の良い仕事したい。 外国の人も楽しんでプレイで
きるようなゲームを作ること。

＊中１→中３→高１と継続して「苦手（やや、またはとても）」

海外の論文や、海外の学者の
話を聞いて、研究者になった
自分の研究にとりいれる。

世界中の人々と仕事をしたい。 次の言語に挑戦する。

＊中１→中３→高１と継続して「得意（とても、またはやや）」

すらすらしゃべってみること。 英語で友達と会話する。
話してみたい。書いてみたい。
なにも見ないで文を書いてみ
たい。

＊中１→中３→高１と継続して「苦手（やや、またはとても）」

外人と協力して仕事をすすめ
ていきたい。 外国に進出して働いてみたい。 外国の会社で働きたい。

＊中１→中３は「苦手（やや、またはとても）」、高１は「得意（とても、またはやや）」




